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日本産ミヤマシケシダ 3 変種の染色体数
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Cytotypes of three varieties of Deparia pycnosora (Athyriaceae) in Japan. HORI Kiyotaka* (* 
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There have been several reports on cytotypes of Deparia pycnosora sensu lato from Japan. However, 
previous cytological reports were made before three varieties of D. pycnosora were identified.  Thus, the 
author examined the three varieties to determine their respective cytotypes based on the chromosome number 
and spore number per sporangium, and ploidy analysis.  D. pycnosora var. pycnosora and D. pycnosora var. 
mucilagina can be diploid (2n = 80), while D. pycnosora var. albosquamata can have a tetraploid sexual cytotype 
(2n = 160). However, D. pycnosora var. albosquamata can be allotetraploid as its DNA content was slightly 
smaller than two times of the diploid varieties.
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1 　はじめに

　オオシケシダ属 Deparia はメシダ科に属する大きな
群のひとつであり，60 —90 種が主に東アジアから知
られているが，他にはアフリカ，西インド諸島，北東
アメリカ，ハワイ諸島，オーストラリア，ニュージー
ランド，南太平洋諸島にも分布する 1-7)．本属は中軸
の溝が葉軸につながらないことと，網状の鱗片をもつ
ことが特徴である 1, 2, 5, 6, 8-10)．これは，メシダ科の他
の属，例えばウラボシノコギリシダ属 Anisocampium, 
メ シ ダ 属 Athyrium, ノ コ ギ リ シ ダ 属 Diplazium, 
Ephemeropteris（和名なし）, Pseudathyrium（和名な
し）には見られない特徴である 2, 7, 8)．加えて，葉軸
の腹側に U 字型の狭い溝ができるのも本属の特徴であ
る 5)． 
　オオシケシダ属の基本染色体数は 40 であり 2)，日
本国内からは 2 倍体，3 倍体，4 倍体，5 倍体，6 倍
体が報告されている 11). ほとんどの報告ではそれぞれ
の種類について 1 種類の倍数性のみが報告されてお
り，種内の倍数性の変異は知られていないが，本属の
少数の種からは倍数体の変異が報告されている 11,12)．
広 義 ミ ヤ マ シ ケ シ ダ Deparia pycnosora (H.Christ) 

Kato からは，これまで日本国内において複数の染色
体数の報告が行われているが，2 倍 体 13-15) と 4 倍
体 16, 17) の 2 つの報告が存在していた． 
　その後，Kato1) は広義ミヤマシケシダを 3 変種に
分割する見解を発表した． その外部形態は次のよう
に区別された．まず母変種の狭義ミヤマシケシダ D. 

pycnosora (Christ) M. Kato var. pycnosora は， 葉 身 に
腺毛はなく鱗片は葉柄基部に密生するものの，上部
に向かって急に少なくなるのが特徴である．次にハ
クモウイノデ D. pycnosora var. albosquamata M. Kato

は葉柄基部の鱗片が密生するものの，ミヤマシケシ
ダ D. pycnosora var. pycnosora と比べて緩やかに少な
くなり，葉身には腺毛が認められる．ウスゲミヤマシ
ケシダ D. pycnosora var. mucilagina M. Kato は葉柄基
部の鱗片は少なく，根茎は粘液で覆われる．これら
のうち，母変種のミヤマシケシダのタイプ産地は韓
国であり，残りの 2 変種は日本固有種である．しか
し，Kato 1) は広義ミヤマシケシダに 2 倍体と 4 倍体
があることは認めつつも，それぞれの 3 変種の染色
体数は確認していない．そのため，どの変種が 2 倍
体であり，または 4 倍体なのかはっきりしていない．
関連して，Hirabayashi 18) と Mitui 17) は日本国内か
ら D. pycnosora var. vegetius Sa.Kurata の 2 倍体有性生
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殖型を報告しているが，海老原 19) はこの学名はウス
ゲミヤマシケシダに対して誤って用いられたもので
あるとしている．ただし，海老原 19) はウスゲミヤマ
シケシダが 2 倍体有性生殖型であると述べているが，
染色体観察は実施していない．本研究では，各 3 変
種の染色体数の算定と DNA 量の測定によって，これ
らの問題の解決を試みた．

2　方　法

2・1　染色体観察
　証拠標本は東京都立大学牧野標本館 (MAK) または
高知県立牧野植物園の標本庫 (MBK) に収蔵した．染
色体数は根端分裂組織の体細胞を用いて行った．野
外で根を採集後，13°C–16°C の 0.004 M の 8- ヒド
リキシキノリン液中にて 7–10 時間処理した．エタノ
ールと酢酸の混合液 (3 : 1) を用いて 3 日間固定した．
固定した根は 60°C に熱した 1 N HCl と 45% 酢酸の
混合液 (1 : 1) 中にて加水分解処理を 5 分程度行い，
2% 酢酸オルセイン液中で解離を行った．染色体は顕
微鏡 (Leica DM2500) にて観察を行い，デジタルカメ
ラ (Leica Application Suite LAS v.4.4) を用いて撮影し
た．胞子の形状の観察を行うことで，稔性の有無と生
殖様式を推定した．シダ植物の生殖様式には無配生殖
型と有性生殖型が知られ，1 胞子のうあたりの胞子数
で推定することが可能である 18)．もし 32 個ならば無
配生殖型，64 個ならば有性生殖型と推定した 20)．

2・2　DNA 量の測定
　倍数性の推定にあたっては，DNA 量 (2C 値 ) を
Hori et al.21) の 方 法 に 従 い， 羽 片 か ら 専 用 の キ ッ
ト Cystain UV Precise P kit (Sysmex, Norderstedt, 
Germany) を用いて抽出し，DAPI 染色のうえで，プ
ロイディーアナライザー (Cyflow Ploidy Analyzer PA-
II, Partec, Münster, Germany) を用いて蛍光強度を測
定した．核の抽出にあたっては，約 100 mm2 の羽片
を 0.25 ml の抽出液中に浸して片刃カミソリで細かく
刻んだ．次に，0.8 ml の染色液を加え，30 μ m メッ
シュのナイロンフィルター (Partec) でろ過を行った．
また，ハクモウイノデに対する内部標準として 25 
mm2 のタバコ Nicotiana tabacum L. (2C 値は 10.04 
pg) 22) を用いた．ただし，ミヤマシケシダとウスゲミ
ヤマシケシダはゲノムサイズが内部標準とゲノムサ
イズが近く，比較することができなかったので，コウ
ライイヌワラビモドキ D. henryi (Baker) M.Kato ( 証
拠標本番号：Hori 3028) 23) の ゲノムサイズを計測し

たうえで比較に用いた．

3　結果と考察

3 変種の染色体数はハクモウイノデが 2n = 160, そ
の他の 2 変種は 2n =  80 と推定された ( 図 1)．胞子
は正常で，生殖様式はいずれも有性生殖型と推定さ
れた．ハクモウイノデの DNA 量は 21.8 ± 0.9 pg (n 
= 4) と推定された．他の 2 変種については，まず比
較対象のコウライイヌワラビモドキの DNA 量が 20.5 
pg と推定されたうえで，ミヤマシケシダが 13.2 ± 
0.3 pg (n = 4), ウスゲミヤマシケシダが 13.7 ± 0.1 
pg (n = 4) と推定された． 

今回用いた材料を用いて算定された染色体数と推
定された DNA 量に基づけば，ミヤマシケシダとウス
ゲミヤマシケシダの 2 変種はハクモウイノデより明
らかにゲノムサイズは小さいと言える．また，これら
2 変種はほぼゲノムサイズが同じことも考慮すると，
これらは 2 倍体有性生殖型であると思われる．ハク
モウイノデの染色体数は 4 倍体であることを示して
おり，DNA 量はミヤマシケシダとウスゲミヤマシケ
シダの 2 倍よりやや小さいため，異質倍数体である
可能性がある．

以上に述べた結果に基づけば，ミヤマシケシダの
3 変種の倍数性は，母変種ミヤマシケシダが 2 倍体有
性生殖型，ウスゲミヤマシケシダが 2 倍体有性生殖型，
ハクモウイノデが異質倍数体の 4 倍体有性生殖型で
ある可能性が高いと結論づけられる．

本研究では，Mitui17) が D. pycnosora var. vegetius の
2 倍体有性生殖型を報告するのに用いた材料の採集地
である戸隠高原奥社を訪れ，当地の材料も使用した．
当地の材料では 2 倍体と 4 倍体が確認できたが，外
部形態より前者がウスゲミヤマシケシダ，後者がハク
モウイノデあることを確認した．過去の染色体数の報
告がどの変種に対応していたのかは，証拠標本を確認
することで確定できる可能性があるが，古い先行研究
では標本の収蔵先が示されていないこともある．分布
域を網羅しているわけではないので，ハクモウイノデ
の 2 倍体有性生殖型の存在を完全に否定することは
できないが，本研究では複数の離れた地域から採集し
たサンプルを用いている。先述の結論は，先行研究の
証拠標本の確認や一層のサンプリングで確かめられる
と考えられる。　

　Voucher specimens in this study.
　Data are in the order: Species name —locality 
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図 1 　日本産ミヤマシケシダ 3 変種（1-3）の体細胞分裂像の染色体画像 (a) とスケッチ (b)．
1, ハクモウイノデ D. pycnosora var. albosquamata (2n=160, Hori 3382); 2, ミヤマシケシダ D. pycnosora var. pycnosora (2n=80, Hori 

3482); 3, ウスゲミヤマシケシダ D. pycnosora var. mucilagina (2n=80, Hori 3379). スケールバーは 4 μ m.

voucher (Herbarium); chromosome number and/or 

reproductive mode; DNA contents; estimated ploidy 

level. 

　Deparia pycnosora var. albosquamata M. 

Kato ハクモウイノデ — JAPAN. Nara pref., Yoshino-

gun, Tenkawa-mura, Dorokawa; planted coniferous 

forest comprise Cryptomeria japonica (Tunb. ex L.f.) 

D.Don, on soil, 600-m alt.; 15 Jul 2018, Hori 3041 

(MBK0302984); sexual; 23.4; tetraploid. Nagano 

Pref., Nagano-shi, Togakushi shrine, Okusha; planted 

coniferous forest comprise Cryptomeria japonica (Tunb. 

ex L.f.) D.Don, on soil, 1200-m alt.; Jul 9 2020, Hori 

3382 (MAK467047); 2n=160, sexual; 23.3; tetraploid. 

ibid., Hori 3383 (MAK467048); 2n=160, sexual; 19.7; 

tetraploid. ibid., Hori 3384 (MAK467049); 2n=160, 

sexual; 20.8; tetraploid. 
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　Deparia pycnosora (H.Christ) M. Kato var. 

pycnosora　 ミ ヤ マ シ ケ シ ダ — JAPAN. Aomori 

Pref., Kamikita-gun, Tohoku-cho; planted coniferous 

forest comprise Cryptomeria japonica (Tunb. ex 

L.f.) D.Don, on soil, 30-m alt.; Jul 26 2018, Hori 3052 

(MBK0302858); 2n=80, sexual; 14.0; diploid. Aichi 

Pref., Toyota-shi, Sanage-river; planted coniferous 

forest comprise Cryptomeria japonica (Tunb. ex L.f.) 

D.Don, on soil, 200-m alt.; Oct 12 2020, Hori 3482 

(MAK467111); 2n=80, sexual; 13.5; diploid. ibid., Hori 

3485(MAK467114); -; sexual; 12.2; diploid. ibid., Hori 

3486 (MAK467115); 2n=80, sexual; 13.1; diploid.

　Deparia pycnosora var. mucilagina M. 

Kato ウスゲミヤマシケシダ — JAPAN. Akita pref., 

Yurihonjo-shi, Hachinosawa; planted coniferous forest 

comprise Cryptomeria japonica (Tunb. ex L.f.) D.Don, 

on soil, 130-m alt.; Jul 6 2020, Hori 3386 (MAK467051); 

2n=80, sexual; 13.8; diploid. Nagano Pref., Nagano-

shi, Togakushi shrine, Okusha; planted coniferous 

forest comprise Cryptomeria japonica (Tunb. ex L.f.) 

D.Don, on soil, 1200-m alt.; Jul 9 2020, Hori 3379 

(MAK467044); 2n=80, sexual; 13.5; diploid. ibid., Hori 

3380 (MAK467045); 2n=80, sexual; 14.1; diploid. ibid., 

Hori 3381 (MAK467046); 2n=80, sexual; 13.5; diploid. 
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